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い
絆
制
E騒

壼
′
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慈
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響
像
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′
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淡
出

嘱
ば
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ヨ

薫
蹄
機
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様
式
第

一
号

地
区

名

(
路
線

名
)

定
農

業

域
 

名
事
業
種

目

農
道

|

事
業

量

(受
餐

面
積

)
事

業
費

画
計

業
事

係
関

○
○

書郡
市

町
村

名
事

業
主

体

事
業

費
負

担
区

分

目
庫璽

1県
 
費

〇
|○

○
附

特　地

○○

1事 業 効季

客○ ○

土
|

表
題

の
○
○

に
は
農

地
、
牧

野
、
林

野
関
係

と
該

当
分

を
記

入
す

る
こ

と
。

事
業
効

果
欄

に
は
農

地
関
係

事
業

に
つ

い
て
は
米
及

び
麦

の
増
産

量
(単

位
米
石

)

牧
野

関
係

事
業

に
つ

い
て
は
生
草

増
産

量
(単

位
貫

)

林
野
関
係

事
業

に
つ

い
て
は
利

用
森

林
面
積

(単
位
町
)を

そ
れ

ぞ
れ

計
上

す
る

こ
と
。

(淮
ヒ
)



∽　　ф等Ｒ熙　轟　ぐ　鰈　麟　虚、ｍ騨く
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様
式
第

二
号

1・
地
 

区
 

名
 (路

線
名

)

2。
事
 

業
 

名

3。
地

区
の
所

在

4.現
況

及
び

事
業

計
画

の
概

要

5.受
釜

面
積

6.事
業

の
開
始
及

び
完

成
予

定
時
期
 (

7.事
業
費
及

び
事
業

量
表
 

｀

郡
市

町
村

名
事

業
主

体

事
 

費
|

雑
費

|

計
|

口り駅いせ８黒晋

よ

(注
) 1.附

記
欄

に
事
業

費
算

出
基
礎

を
詳
細

に
記

入
の

こ
と
。

2.事
業

量
は
設
計

に
基

き
詳
細

に
記

入
す

る
こ

と
。

8.資
材
及

び
労
務

表

(注
)1。

設
計
軍

価
は
現

場
着
現

価
と
す

る
こ

と
。

2.熟
練

人
夫

と
は

、
特

殊
人
夫
及

び
土

工
の
労

働
人
夫
。

9。
事

業
効

果

(注
)・

事
業

完
了
後

の
効

果
に
つ

き
記

入
す

る
。

(増
産
効

果
、
利

用
上

の
効

果
、
災

害
防
止

、
失
業

救
済

に
対
す

る
効
果

等
)

lQ添
付

図
面

(注
)イ

、
全

事
業

量
を
表

示
し
た
干

面
図

を
使

用
し
、
受
谷

面
積

を
薄
桃
色

で
表
示

す
る
こ

と
。

口
、

図
面

に
は
水

路
の
断

面
定
規

、
通

路
、
頭

首
工

、
堰

堤
等

の
標

準
断

面
:図

を
1ま

り
つ

け
す

る
こ

と
。

ハ
、
以

上
の
外
地

理
調
査

所
製

五
万
分

の
一

の
地

図
に

よ
る
干

面
図
。

々す

中等Ｒ総

〇∞”〇〇
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轟　ぐ　味　詳　虚．口聾ＫШｏ駅０よ常黒雷

分
1予

早
額

|

様
式
第

二
号

T一

‐
書

の
  

部

庫
補

市
 

町

受
釜

者
負

担
|

他

計
イ

(注
)

支

そ
の
他

は
事
業
主
体

の
自
己
資
金
又

は
負
担

金
等

を
記

入
す

る
。

出
  

の
  

部

(注
)区

分
欄

に
は
各
地

区
、
路
線

名
を
記

入
し
そ
れ

ぞ
れ

に
つ

き
計
上

す
る

こ
と
。

ごン
「

熱｝
ふ〓一

名体
岬紳

書　郡事

績
成

業
事

係
関

○
○

様
式
第

四
号

地
 
区
 
名

餅
線

名
)

特
定

農
業

地
域

名
・

実
施

設
計

差
引

壇
 

△
減

事
業

量
1事

業
費

事
業

種
目

事
業
費

事
業

量

農
積

‐申等鶏総

製的ЮＯＯ

|○

様
式
第
五

号

地
区

別
(路

線
別
)事

業
成

績
書

郡
市
町
村

名

地
区
名

(路
線

名
)

事
業

主
体

・
1.事

業
種

目
名

2。
ェ

事
施
行

の
方

法
及

び
状

況

(注
) 

請
負
直

営
の
別
及

び
施

行
状
況

を
記
載

す
る
。

轟　ぐ　鰈　甚　虚、回騨Ｋ　　皿０駅い計８黒雷



3。
出
来
高
調
書

別
1穐 」電ζ ギ当可

]竃
]≒ 藝

差
引

壇
△

減
種

事
業

量
事

業
費

事
業

量
1事

業
費

事
費

|
|′

○
 

○
 

工
|     |

○
 

○
 

主
|

用
地

買
牧

費

事
 

雑
 

費

Ｎ「　中等Ｒ終　轟　ぐ　嗽　済　虚．ｍ響く

∝“崎〇〇

書
十

||

皿０駅いよ〓黒習

4.・
工

事
完

了
後

の
効

果

(注
)事

業
完

了
後

の
効

果
を
具
体

的
に
記
載

す
る

こ
と
。

様
式
第

六
号

″

―
.

義　´

/■
、

算
額

1決
算

額
1差

引
増

△
減

国
庫

補
助

金
|

市
町

村
費

受
釜

者
負

担他

中等Ｒ総　轟　ぐ　嗽　轟　虚一　回聾く

呻∞崎〇〇　　　　　　　　　　　　　‘　
ヽ

計

部

注　　支

そ
の
他

は
事
業

主
体

の
自
己
資

金
負
担

金
等

を
記

入
す

る
。

分
1予

算
額

1決
算

額
1差

引
増

△
減

|

(注
) 

区
分

欄
に

は
各

地
区

、
路

線
名

を
記

入
し
そ
れ

ぞ
れ

に
つ

き
計

上
す

る
こ

と
。
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